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  （百万円未満切捨て）

１．平成27年６月期第２四半期の連結業績（平成26年７月１日～平成26年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年６月期第２四半期 11,185 20.0 678 66.0 788 67.6 343 272.1 

26年６月期第２四半期 9,321 1.4 408 △26.1 470 △7.4 92 △54.0 
 
（注）包括利益 27年６月期第２四半期 481 百万円 （32.7％）   26年６月期第２四半期 362 百万円 （△14.3％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年６月期第２四半期 55.47 － 

26年６月期第２四半期 14.91 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

27年６月期第２四半期 18,378 12,284 64.1 

26年６月期 17,899 12,116 64.3 
 
（参考）自己資本 27年６月期第２四半期 11,784 百万円   26年６月期 11,516 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年６月期 － 0.00 － 27.00 27.00 

27年６月期 － 0.00       

27年６月期（予想）     － 22.00 22.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．平成27年６月期の連結業績予想（平成26年７月１日～平成27年６月30日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 22,042 13.3 1,093 37.0 1,220 34.1 462 89.7 74.72 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    
 

（注）詳細は、添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （３）会計方針の変更・会計上の

見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年６月期２Ｑ 6,195,000 株 26年６月期 6,195,000 株 

②  期末自己株式数 27年６月期２Ｑ 2,184 株 26年６月期 2,184 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年６月期２Ｑ 6,192,816 株 26年６月期２Ｑ 6,192,816 株 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情

報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策等を背景に企業収益や雇用情勢に改善が

見られるなど国内景気は緩やかな回復基調で推移しました。一方、個人消費は消費税率引き上げ後に弱さが見られ

景気動向の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

当社グループにおいては、主力の部品セグメントで民生向けのコネクタ用部品がスマートフォンやタブレットＰ

Ｃ向けの高需要が継続し好調に推移しました。また、自動車電装向け部品も引き続き好調を維持しております。こ

れに関連し金型セグメントにおいても同様の傾向となり前期に対し増収増益となりました。機械器具セグメントで

は医療器具が引き続き堅調に推移したことに加え、各種自動機の需要が拡大し受注に結び付いたことから好調に推

移しました。

このような環境のなか、当社グループは、金型技術再構築、業界トップの部品量産技術構築を経営目標に掲げ、

従来より取り組んできた各施策を強化推進してまいりました。また、国外への事業展開については、中国子会社の

受注品目拡大を含めた再構築、インドネシア子会社の工場建設および稼働に向けた準備を進めてまいりました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は111億８千５百万円（前年同期比20.0％増）、営業利益は６億

７千８百万円（前年同期比66.0％増）、経常利益は７億８千８百万円（前年同期比67.6％増）、四半期純利益は３

億４千３百万円（前年同期比272.1％増）となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

①金型

自動車向け、電子機器向け金型を主軸として販売してまいりました。自動車向け金型は、北米市場の好調を背景

に堅調な結果となりました。電子機器向け金型は、スマートフォンやタブレットＰＣ向けの需要を捉えたことによ

り伸長しました。

その結果、売上高は７億４千２百万円（前年同期比29.5％増）、セグメント利益は１億３千６百万円（前年同期

比114.8％増）となりました。

②部品

電子機器向け部品、自動車電装向け部品を主軸として販売してまいりました。電子機器関連は、民生向けではス

マートフォンやタブレットＰＣ向けが引き続き好調を維持し、車載向けも市場の好調を背景に堅調な結果となりま

した。自動車電装向け部品は、北米市場の高需要が継続し引き続き好調を維持しております。一方、中国の連結子

会社鈴木東新電子（中山）有限公司は、商品構成再構築の過渡期にあることや、足元の円安による新規引合いの減

少などが重なり依然として厳しい状況にあります。

その結果、売上高は87億１千５百万円（前年同期比14.5％増）、セグメント利益は６億８千５百万円（前年同期

比19.4％増）となりました。

③機械器具

各種自動機、医療器具を主軸として販売してまいりました。専用機は車載関連、医療関連、半導体関連ともに需

要拡大により好調な結果となりました。医療器具は、主力製品の高需要が継続しており堅調な結果となりました。

その結果、売上高は17億２千２百万円（前年同期比51.7％増）、セグメント利益は２億８千８百万円（前年同期

比60.2％増）となりました。

④その他

賃貸事業、売電事業を行っております。売上高は４百万円（前年同期比79.9%増）、セグメント利益は１千７

百万円（前年同期比27.3％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

①連結財政状態

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は82億４千３百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億１千６百

万円減少しました。これは主に現金及び預金が５億９千４百万円減少し、受取手形及び売掛金が３億２千２百万円、

仕掛品が１億７百万円、原材料及び貯蔵品が３千２百万円増加したことによるものであります。固定資産は101億３

千４百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億９千５百万円増加しました。これは主に有形固定資産が５億３千２

百万円、投資有価証券が６千４百万円増加したことによるものであります。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は45億３千３百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億９千２百

万円増加しました。これは主に短期借入金が５億７千８百万円増加し、支払手形及び買掛金が１億３千４百万円、１

年内返済予定の長期借入金が１億１千４百万円減少したことによるものであります。固定負債は15億６千万円とな

り、前連結会計年度末に比べ８千１百万円減少しました。これは主に長期借入金が５千万円減少したことによるもの

であります。
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（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は122億８千４百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億６千

７百万円増加しました。これは主に利益剰余金が２億３千５百万円増加し、少数株主持分が１億円減少したことによ

るものであります。

この結果、自己資本比率は64.1％（前連結会計年度末は64.3％）となりました。

 

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ５億９千４百万円減少し、13億２千６百万円となりました。

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果得られた資金は、４億７千８百万円（前年同期比48.4％減）となりました。これは主に、税金等

調整前四半期純利益７億８千４百万円、減価償却費５億４千２百万円と資金が増加しましたが、売上債権の増加に

よる資金の減少３億１千３百万円、法人税等の支払額３億１千１百万円、仕入債務の減少による資金の減少１億４

千４百万円、たな卸資産の増加による資金の減少１億４百万円と資金が減少したためであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果使用した資金は10億３千４百万円（前年同期比87.8％増）となりました。これは主に、部品事業

の生産設備増設及び更新、インドネシア共和国に設立した連結子会社PT.SUGINDO INTERNATIONALの土地及び工場等

の有形固定資産の取得による支出10億５百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果得られた資金は２百万円（前年同期は１億９千７百万円の使用）となりました。これは主に、短

期借入金の純増加額５億４千１百万円により資金が増加しましたが、長期借入金の返済による支出１億６千５百万

円、配当金の支払額１億６千６百万円、少数株主への配当金の支払額２億５百万円と資金が減少したことによるも

のであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年６月期通期の連結業績予想につきまして、平成26年８月11日に公表いたしました業績予想値を修正して

おります。詳細つきましては、平成27年１月26日に公表いたしました「業績予想の修正および特別損失計上に関す

るお知らせ」のとおりであり、以降修正は行っておりません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平

均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率による方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの

金額を反映した単一の加重平均割引率による方法へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が91,519千円減少し、利益剰余金が59,148

千円増加しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

はそれぞれ1,607千円減少しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年６月30日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,209,100 1,614,297 

受取手形及び売掛金 4,157,913 4,480,722 

商品及び製品 198,180 181,913 

仕掛品 521,405 628,826 

原材料及び貯蔵品 930,272 963,120 

その他 342,972 374,950 

流動資産合計 8,359,845 8,243,830 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,429,212 3,307,312 

機械装置及び運搬具（純額） 2,786,443 2,819,987 

土地 1,217,584 1,436,387 

その他（純額） 355,479 757,491 

有形固定資産合計 7,788,720 8,321,179 

無形固定資産 61,941 54,991 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,590,461 1,655,352 

その他 99,674 104,287 

貸倒引当金 △936 △936 

投資その他の資産合計 1,689,199 1,758,704 

固定資産合計 9,539,860 10,134,875 

資産合計 17,899,706 18,378,705 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年６月30日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,321,080 2,186,814 

短期借入金 686,576 1,265,257 

1年内返済予定の長期借入金 216,584 101,820 

未払法人税等 273,212 314,182 

賞与引当金 85,106 96,245 

役員賞与引当金 35,000 17,498 

その他 523,571 551,902 

流動負債合計 4,141,131 4,533,721 

固定負債    

長期借入金 381,210 330,300 

長期未払金 422,700 422,700 

退職給付に係る負債 832,881 765,577 

その他 4,967 41,713 

固定負債合計 1,641,758 1,560,291 

負債合計 5,782,890 6,094,012 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,435,300 1,435,300 

資本剰余金 1,439,733 1,439,733 

利益剰余金 7,965,492 8,200,925 

自己株式 △1,130 △1,130 

株主資本合計 10,839,394 11,074,827 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 665,707 683,114 

為替換算調整勘定 71,837 84,674 

退職給付に係る調整累計額 △60,225 △57,826 

その他の包括利益累計額合計 677,319 709,963 

少数株主持分 600,101 499,902 

純資産合計 12,116,816 12,284,693 

負債純資産合計 17,899,706 18,378,705 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年７月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年７月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 9,321,684 11,185,621 

売上原価 8,201,409 9,752,869 

売上総利益 1,120,274 1,432,752 

販売費及び一般管理費 711,377 753,812 

営業利益 408,896 678,939 

営業外収益    

受取利息 466 18,710 

受取配当金 8,716 11,868 

受取賃貸料 2,670 2,728 

スクラップ売却益 3,112 2,846 

為替差益 51,606 80,434 

その他 3,323 4,976 

営業外収益合計 69,895 121,564 

営業外費用    

支払利息 8,170 10,370 

その他 － 1,457 

営業外費用合計 8,170 11,828 

経常利益 470,621 788,676 

特別利益    

固定資産売却益 7,073 2,327 

特別利益合計 7,073 2,327 

特別損失    

固定資産売却損 600 1,336 

固定資産除却損 1,371 5,391 

減損損失 68,009 － 

会員権評価損 3,318 － 

特別損失合計 73,300 6,728 

税金等調整前四半期純利益 404,395 784,275 

法人税、住民税及び事業税 262,433 350,533 

法人税等調整額 △29,197 △13,752 

法人税等合計 233,235 336,780 

少数株主損益調整前四半期純利益 171,159 447,494 

少数株主利益 78,846 104,004 

四半期純利益 92,313 343,490 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年７月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年７月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 171,159 447,494 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 158,352 17,407 

為替換算調整勘定 33,388 14,434 

退職給付に係る調整額 － 2,399 

その他の包括利益合計 191,741 34,240 

四半期包括利益 362,900 481,734 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 277,061 376,133 

少数株主に係る四半期包括利益 85,839 105,601 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年７月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年７月１日 
 至 平成26年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 404,395 784,275 

減価償却費 568,645 542,067 

減損損失 68,009 － 

賞与引当金の増減額（△は減少） 23,196 10,488 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 25,262 － 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △413,140 － 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △21,702 △17,502 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 27,927 

受取利息及び受取配当金 △9,182 △30,579 

支払利息 8,170 10,370 

有形固定資産売却損益（△は益） △6,472 △991 

有形固定資産除却損 1,371 3,728 

会員権評価損 3,318 － 

売上債権の増減額（△は増加） 261,491 △313,237 

たな卸資産の増減額（△は増加） △230,774 △104,983 

仕入債務の増減額（△は減少） 66,297 △144,218 

長期未払金の増減額（△は減少） 422,700 － 

その他 △26,415 △7,322 

小計 1,145,170 760,022 

利息及び配当金の受取額 10,595 38,097 

利息の支払額 △7,824 △8,189 

法人税等の支払額 △240,578 △311,258 

法人税等の還付額 20,628 － 

営業活動によるキャッシュ・フロー 927,992 478,672 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △487,633 △1,005,866 

有形固定資産の売却による収入 13,157 15,722 

投資有価証券の取得による支出 △12,809 △36,512 

関係会社株式の取得による支出 △55,222 － 

その他 △8,595 △8,084 

投資活動によるキャッシュ・フロー △551,103 △1,034,740 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 235,218 541,444 

長期借入金の返済による支出 △171,336 △165,674 

配当金の支払額 △166,278 △166,989 

少数株主からの払込みによる収入 85,802 － 

少数株主への配当金の支払額 △181,300 △205,800 

財務活動によるキャッシュ・フロー △197,893 2,981 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △18,123 △41,746 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 160,872 △594,833 

現金及び現金同等物の期首残高 1,721,351 1,921,412 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,882,223 1,326,578 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年７月１日  至 平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
(注)１ 合計 

調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３   金型 部品 機械器具 計 

売上高                

外部顧客への
売上高 

573,591 7,610,234 1,135,338 9,319,164 2,520 9,321,684 － 9,321,684 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

212,212 △88,085 129,728 253,855 32,600 286,455 △286,455 － 

計 785,804 7,522,148 1,265,066 9,573,019 35,120 9,608,139 △286,455 9,321,684 

セグメント利益 63,325 574,617 179,838 817,781 13,509 831,291 △422,394 408,896 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、賃貸事業を行っておりま

す。

２．セグメント利益の調整額△422,394千円には、セグメント間取引消去△24,689千円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△407,604千円、棚卸資産の調整額14,102千円及びその他の影響額△4,203

千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費で

あります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年７月１日  至 平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
              （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
(注)１ 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３ 

  金型 部品 機械器具 計 

売上高                

外部顧客への
売上高 

742,623 8,715,714 1,722,748 11,181,086 4,534 11,185,621 － 11,185,621 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

170,669 △84,654 70,918 156,933 36,100 193,033 △193,033 － 

計 913,292 8,631,060 1,793,667 11,338,020 40,634 11,378,654 △193,033 11,185,621 

セグメント利益 136,006 685,968 288,146 1,110,121 17,195 1,127,316 △448,376 678,939 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、賃貸事業、売電事業を行

っております。

２．セグメント利益の調整額△448,376千円には、セグメント間取引消去△8,247千円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△430,305千円、棚卸資産の調整額△8,568千円及びその他の影響額△1,256

千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費で

あります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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